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令
和
に
な
り
最
初

の
正
月
を
迎
え
、
健

や
か
な
初
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
ご
大
慶

に
存
じ
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
雪
が

な
い
暖
冬
で
、
白
雪
が
舞
う
風
景
が
見
ら
れ
な

い
雪
国
に
は
珍
し
い
初
春
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
一
年
は
、
新
元
号
「
令
和
」
に
注
目

が
集
ま
り
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
が
幕
を
閉
じ
、

新
た
に
２
０
２
０
年
代
に
入
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
の
幕
が
開
け
、
日

本
の
姿
を
全
世
界
に
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
と

し
て
、
全
国
各
地
に
観
光
客
の
増
加
が
期
待
さ

れ
る
と
と
も
に
、
開
催
国
の
日
本
中
が
沸
き
立

つ
年
に
な
る
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
は
庚
子
で
、
ネ
ズ
ミ
は
沢
山
の
子
を
産
む

こ
と
か
ら
繁
栄
の
象
徴
と
さ
れ
、「
子
年
は
繁

栄
」
で
上
げ
相
場
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
年
に
あ
や
か
り
、
皆
様
に
と
っ
て
繁
栄
の
年

に
な
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
で
中
日
書
道
会
は
、
総
力
を
挙
げ
書
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０

―
世
界
の
書
の
祭
典
―
を
開
催
し
ま
す
。
日
本

は
世
界
の
日
本
を
意
識
し
、
書
を
通
じ
て
心
を

し
っ
か
り
持
ち
、
新
た
な
書
の
発
展
に
向
け
た

礎
と
な
る
こ
と
を
念
じ
る
と
と
も
に
、
日
本
の

書
文
化
が
確
固
た
る
姿
で
根
づ
い
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

濃
飛
支
部
と
し
て
も
、
世
界
の
書
の
祭
典
に

支
部
と
し
て
参
画
し
、
時
代
を
担
う
若
者
の
育

成
の
一
助
に
な
る
よ
う
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
支
部
会
員
の

高
齢
化
等
に
よ
る
会
員
減
に
歯
止
め
を
か
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
会
員
の
増
加
に
つ
い
て
は
、

世
の
動
き
が
混
と
ん
し
て
い
る
中
で
、
少
し
で

も
筆
を
持
ち
書
文
化
の
継
承
に
つ
な
げ
る
べ
く
、

書
に
親
し
む
方
や
若
者
の
育
成
に
努
め
な
が
ら

会
員
増
に
つ
な
げ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

本
題
の
「
書
作
へ
の
心
構
え
に
つ
い
て
」
問

わ
れ
る
と
、
や
は
り
「
古
典
」
が
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
個
人
の
苦
心
の
努
力
の
結
晶(

栄

養
剤)

で
あ
る
古
典
を
学
び
取
り
、
こ
れ
を
土

台
と
し
て
書
芸
を
極
め
る
こ
と
は
、
古
典
の
良

さ
、
技
術
を
知
り
、
創
作
に
生
か
し
、
自
己
作

品
に
し
て
い
く
過
程
で
、
自
己
の
書
芸
術
の
確

立
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
山
岡
鉄
舟
な
ど

の
逸
人
の
書
品
の
あ
る
書
を
見
る
に
つ
け
、
幕

末
明
治
か
ら
戦
前
の
書
が
人
格
と
常
に
結
び
つ

け
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
学
業
と
徳

行(

精
神
修
養)

を
両
輪
と
し
て
、
個
性
を
出

す
作
品
、
即
ち
魂
を
入
れ
存
在
感
の
あ
る
書
を

目
指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
い
い
詩
を
選
ん
だ
と
し
て
も
、
自

分
の
書
の
表
現
（
紙
の
大
き
さ
や
形
に
お
け
る

文
字
の
配
置
、
墨
色
、
潤
滑
な
ど
）
に
合
わ
な

け
れ
ば
、
書
と
し
て
最
高
の
条
件
で
表
現
で
き

ま
せ
ん
。
素
材
と
表
現
の
工
夫
は
、
鑑
賞
す
る

方
の
目
線
も
考
慮
し
、
自
分
の
主
張
を
強
調
し

な
が
ら
書
へ
の
追
及
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
の
時
代
に
は
、
人
格
と
書
芸
を
合
わ
せ
、

書
品
の
あ
る
書
を
追
求
す
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
支
部
展
を
高
山
で
開
催
し
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
に
は
存
在
感
の
あ
る
秀
作
を

多
数
ご
出
品
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
、
支
部
長
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

　
日
時
　
七
月
二
十
五
日
㈭

　
会
場
　
中
津
川
市
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ
５
Ｆ

　

支
部
展
三
日
目
の
一
時
三
〇
分
よ
り
二
階
の

会
議
室
に
移
動
し
て
第
三
十
四
回
の
支
部
集
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
本
部
よ
り
佐
野
翆
峰
先

生
、
山
内
江
鶴
先
生
に

御
臨
席
い
た
だ
き
御
挨

拶
を
戴
い
た
後
、
支
部

長
進
行
の
も
と
に
平
成

三
十
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
を
受
け

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
次

に
令
和
元
年
度
事
業
計

画
案
、
収
支
予
算
案
が

提
示
さ
れ
、
い
ず
れ
も

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
常
任
顧
問　
　

今
井　

仙
童

顧　
　

問　
　

中
川　

貴
舟

参　
　

与　
　

森　
　

京
華
／
石
原　

聲
風

支
部
長　
　

三
野
島
凌
雲

次　
　

長　
　

増
田　

春
暉
／
中
垣　

幸
聲

　
　
　
　
　
　

成
瀬　

伸
芳

庶
務
担
当　

◎
成
瀬　

伸
芳
／
松
田　

秋
芳

　
　
　
　
　

◯
磯
村　

小
園

経
理
担
当　

◎
阪
田　

華
香
／
安
藤　

朱
游

　
　
　
　
　

◯
斉
藤　

千
秋

会
員
担
当　

◎
工
藤　

雅
翠
／
田
口　

紅
苑

　
　
　
　
　

◯
堀　
　

梅
肇
／
大
野　

聲
泉

事
業
担
当　

◎
田
口　

秋
水
／
今
井　

瑞
華

　
　
　
　
　

◯
田
中　

凌
山
／
長
谷
川
鳳
声

広
報
担
当　

◎
中
垣　

幸
聲
／
虎
井　

姚
花

　
　
　
　
　

◯
市
川　

純
慧
／
今
井　

晴
美

監　
　

事　
　

上
林　

祥
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
担
当
部
長　

◯
副
部
長

　
会
期
　
七
月
二
十
五
日
㈭
〜
二
十
七
日
㈯

　
会
場
　
中
津
川
市
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ
５
Ｆ

　
出
品
総
点
数　

百
四
十
六
点

　
︵
内
訳
︶
　

　
　

中
日
書
道
展
出
品
作
品　

七
十
点

　
　
　
　
　
　
　

色
紙
作
品　

七
十
六
点

　

本
部
よ
り
賛
助
出
品　
　
　

六
点

　
　
　
　
　

理
事
長　
　
　

伊
藤
仙
游
先
生

　
　
　
　
　

副
理
事
長　
　

岡
野
楠
亭
先
生

　
　
　
　
　
　　
”　
　
　

松
下
英
風
先
生

　
　
　
　
　
　　
”　
　
　

加
藤　

裕
先
生

　
　
　
　
　

事
務
局
長　
　

横
井
宏
軒
先
生

　
　
　
　
　

企
画
委
員
長　

大
池
青
岑
先
生

　

広
い
会
場
一
杯
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
賛
助
出

品
の
先
生
方
の
作
品
に
は
会
員
が
多
く
集
ま

り
、
研
究
会
も
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
又
、
昨

年
か
ら
濃
飛
支
部
に
加
わ
っ
て
戴
い
た
篆
刻
の

作
品
が
よ
り
書
道
展
ら
し
い
雰
囲
気
に
な
っ
て

良
い
支
部
展
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

令
和
二
年
に
は
、
本
部
の
書
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
書
の
祭
典
が
有

る
為
、
新
た
に
書
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
。
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書
作
へ
の
心
構
え
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い
て

　
濃
飛
支
部
長
　
三
野
島
　
凌
雲
　
　

令
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元
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濃
飛
支
部
集
会

第
三
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四
回
濃
飛
支
部
展

濃
飛
支
部
役
員



　

第
三
十
四
回
濃
飛
支
部
展
が
令
和
初
と
な
る

元
年
七
月
二
十
五
日
よ
り
七
月
二
十
七
日
に
中

津
川
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
会
場
は
前
回
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
、
次

回
は
高
山
と
巡
回
す
る
形
を
取
っ
て
お
り
、
準

備
、
運
営
に
お
い
て
担
当
さ
れ
る
方
は
大
変
な

苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
も
前
回
の
恵

那
よ
り
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
未
熟

さ
と
不
慣
れ
な
為
、
お
手
伝
い
す
る
に
も
行
き

届
か
ず
戸
惑
う
ば
か
り
で
し
た
が
会
場
の
設
置

で
は
、
体
力
を
必
要
と
す
る
部
分
で
は
頼
ら
れ

る
場
合
も
あ
り
協
力
出
来
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
も
本
部
か
ら
の
賛
助
出
品
も
展
示
の
他

令
和
記
念
色
紙
、
小
作
品
も
展
示
さ
れ
、
賑
や

か
さ
と
、
支
部
集
会
で
は
佐
野
翆
峰
、
山
内
江

鶴
両
先
生
に
御
参
加
頂
き
重
厚
さ
が
加
わ
り
、

講
演
で
は
三
野
島
凌
雲
支
部
長
自
ら
江
戸
時
代

末
期
、
明
治
時
代
に
活
躍
し
た
能
書
家
の
作
品

を
多
数
持
ち
込
ん
で
当
時
の
書
の
真
相
本
質
、

時
代
背
景
等
詳
し
く
解
説
し
て
頂
き
大
変
貴
重

な
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
時
　
七
月
二
十
七
日
㈯

　
会
場
　
中
津
川
市
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ

　
講
師
　
濃
飛
支
部
長　

三
野
島
凌
雲

　
演
題
　
幕
末
維
新
時
代
の
能
書
家

　
　
　
　
　
　

…
令
和
時
代
、
書
の
隆
盛
に
何
を
望
む
…

　

講
演
会
場
に
は
、
高
山
市
に
残
さ
れ
て
い
る

頼
山
陽
、
山
岡
鉄
舟
、
中
林
梧
竹
、
丹
羽
海
鶴

等
幕
末
能
書
家
の
実
物
の
書
が
飾
ら
れ
圧
巻
で

し
た
。

　

三
野
島
氏
は
、
高
山
在
住
、
ご
実
家
は
昔
か

ら
薬
屋
さ
ん
を
営
ま
れ
て
お
ら
れ
富
山
か
ら
の

往
来
す
る
旅
人
が
多
く
、
昔
は
宿
代
の
代
わ
り

に
書
画
を
書
い
て
行
く
人
が
あ
っ
た
様
で
す
。

恵
那
や
中
津
川
も
中
山
道
の
街
道
を
多
く
の
歴

史
上
の
人
物
が
、
江
戸
と
京
と
を
駆
け
抜
け
た

と
思
う
と
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
す
。
先
生
は
、
沢

山
の
資
料
を
用
意
さ
れ
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
岐
阜
県
に
関
係
の
深
い
能
書
家
の
活
躍
を
話

さ
れ
ま
し
た
。
後
か
ら
資
料
を
じ
っ
く
り
と
読

み
返
す
と
知
ら
な
か
っ
た
事
が
多
く
あ
り
、
と

て
も
興
味
深
く
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

時
代
は
進
み
、
Ｉ
Ｔ
時
代
と
な
り
、
さ
ら
に

ど
ん
な
世
の
中
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
し
ょ
う
。

芸
術
と
し
て
書
を
学

ぶ
だ
け
で
な
く
人
間

の
心
の
あ
り
方
を
書

き
記
す
べ
く
文
字
を

次
世
代

く
に
ど
う

伝
え
て
い
く
の
か
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
学

ば
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
講
演
で
し
た
。
ま

た
の
機
会
を
期
待
し

た
い
も
の
で
す
。

　

受
講
者
は
三
十
名
。
中
津
川
市
出
身
の
丹
羽

海
鶴
の
話
を
も
う
し
少
し
す
れ
ば
良
か
っ
た
か

な
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
み
え
ま
し
た
。

　
日
時
　
七
月
二
十
七
日
㈯

　
会
場
　
中
津
川
市
『
中
津
川
照
寿
庵
』

　

展
覧
会
の
後
片
付
け
終
了
後
、
六
時
頃
よ
り

交
流
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
部
よ
り
佐
野
先

生
、
山
内
先
生
に
御
臨
席
戴
き
ま
し
た
。
外
は

雨
で
し
た
が
、
庭
園
は
雨
に
濡
れ
夜
灯
が
草
木

を
美
し
く
照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

T
he

　figlie

（
ト
レ　
フ

ォ
ー
リ
エ
）
に
よ
る

三
重
奏
で
幕
開
け
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の

三
重
奏
は
、
フ
ル
ー

ト
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

ピ
ア
ノ
の
美
女
三
人

に
よ
る
演
奏
で
す
。

『
愛
の
挨
拶
』
『
ト
ル
コ
行
進
曲
』
『
ア
ヴ

ェ
・
マ
リ
ア
』
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
バ

ッ
ク
に
交
流
会
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
照
寿
庵

の
心
の
こ
も
っ
た
美
味
し
い
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
な
が
ら
、
会
員
相
互
の
交
流
が
深
ま
り
ま
し

た
。
本
部
の
先
生
の
ま
わ
り
に
も
多
く
の
人
が
集

ま
り
“
書
”
に
つ
い
て
の
御
指
導
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
宴
も
酣

と
な
り
ま
し
た
が

終
了
と
な
り
ま
し

た
。

　

帰
る
頃
に
は
雨

も
上
が
り
夜
空
に

星
も
輝
い
て
い
ま

し
た
。

桜
花
賞　
堀　
　

梅
肇

特
　
　
選　
磯
村　

小
園

準
特
選　
工
藤　

雅
翆
／
成
瀬　

伸
芳

秀
　
　
逸　
渡
辺　

敬
月

一
科
入
選　
小
木
曽
美
空

二
科
賞　
阪
田　

華
香

奨
励
賞　
田
中　

凌
山
／
上
林　

祥
雲

　

　

こ
の
度
は
「
桜
花
賞
」

と
い
う
大
き
な
賞
を
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

篆
刻
は
書
道
の
中
で
も

特
殊
な
部
門
で
あ
り
、
数
セ
ン
チ
の
印
材
の
中

に
表
現
す
る
文
字
の
意
味
、
時
代
背
景
、
バ
ラ

ン
ス
、
力
強
さ
等
、
十
数
年
勉
強
し
て
来
た
今

で
も
未
知
の
世
界
が
多
く
、
先
生
、
諸
先
輩
、

仲
間
か
ら
の
御
力
添
に
よ
り
、
受
け
た
賞
の
名

に
恥
じ
な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
更
に
勉
強
し
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第９号 令和２年２月１日

濃
飛
支
部
講
演
会
に
つ
い
て

濃
飛
支
部
交
流
会

濃
飛
支
部
展
を
振
り
返
り

堀
　
　
梅
肇

第
69
回
中
日
書
道
展

　
　
　
入
賞･

入
選
者

第
69
回
中
日
書
道
展

　
　
　
入
賞･

入
選
者

堀
　
　
梅
肇
　

桜
花
賞
　

受
賞
者

桜
花
賞
を
受
賞
し
て

駭 躍 超 驤

山岡鉄舟 書

がい やく ちょう じょう



　

　

　

　

　

　

　

　

令
和
元
年
十
一
月
二
十

三
日
晴
天
に
恵
ま
れ
、
紅

葉
に
包
ま
れ
、
会
員
二
十

六
名
が
参
加
、
出
発
し
ま

し
た
。
日
比
野
五
鳳
記
念

美
術
館
見
学
、
南
宮
大
社

参
拝
、
海
津
南
濃
み
か
ん

狩
り
と
欲
張
り
ル
ー
ト
を

旅
し
て
来
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
日
比
野
五
鳳

記
念
美
術
館
見
学
。
日
本

書
道
界
の
大
御
所
は
、
安
八
郡
神
戸
町
出
身
で
、

漢
字
、
仮
名
の
美
を
融
合
し
た
日
本
の
書
を
清
ら

か
な
品
格
と
深
い
味
わ
い
を
持
っ
た
次
元
の
高
い

芸
術
の
確
率
に
生
涯
を
捧
げ
た
人
で
あ
り
、
昭
和

天
皇
御
製
謹
書
献
上
さ
れ
、
日
展
出
品
作
「
う
ぐ

ひ
す
」
「
ひ
よ
こ
」
「
い
ろ
は
歌
」
等
京
都
美
術

館
、
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
展
常
務
就
任
、
文
化
功
労
者
と
し
て
顕

彰
さ
れ
て
お
り
、
近
く
に
こ
ん
な
著
名
人
が
い
る

の
か
と
美
術
館
に
入
館
し
ま
し
た
。
三
百
点
の
作

品
を
見
て
、
な
ん
と
優
し
く
、
温
和
な
字
な
の
だ

ろ
う
、
墨
の
濃
淡
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
自
由

に
の
び
の
び
と
し
て
い
ま
し
た
。
気
質
が
作
品
に

よ
っ
て
異
な
り
、
本
当
に
美
し
い
品
の
あ
る
書
を

拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
気
力
、
迫
力
、

躍
動
感
、
個
性
を
模
索
し
な
が
ら
、
書
い
て
い
る

思
い
と
は
、
そ
の
こ
と
自

体
に
、
深
み
が
あ
り
、
味

わ
い
が
あ
り
、
と
て
も
よ

い
勉
強
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
幸
せ
を
呼
ぶ

南
宮
大
社
を
参
拝
し
、
み

か
ん
狩
り
で
心
身
と
も
に

堪
能
し
て
、
帰
路
へ
つ
き

楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

　
　
　
秀
　
　
逸　
　

堀　
　

梅
肇

　
　
　
入
　
　
選　
　

成
瀬　

伸
芳

　
　
　
　
　
”　
　　
　

田
中　

凌
山

　
　
　
　
　
”　
　　
　

安
藤　

朱
游

　
　
　
市
長
賞　
　

増
田　

春
暉

　
　
　
奨
励
賞　
　

西　
　

恵
香

　
　
　
市
長
賞　
　

安
藤　

朱
游

　
　
　
努
力
賞　
　

堀　
　

梅
肇

　
　
　
　
　
”　
　　
　

長
谷
川
鳳
聲

　
市
議
会
議
長
賞　
　

堀　
　

梅
肇

　
　
　
入
　
　
選　
　

石
原　

聲
風

　
　
　
　
　
”　
　　
　

斉
藤　

千
秋

　
　
　
　
　
”　
　　
　

田
口　

秋
水

　
　
　
　
　
”　
　　
　

中
垣　

幸
聲

　
　
　
　
　
”　
　　
　

西　
　

恵
香

　
　
　
　
　
”　
　　
　

増
田　

春
暉

　
日
時　

十
月
十
八
日
〜
二
十
日

　
場
所　

中
津
川
市
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ
五
階

　

第
37
回
暢
陽
会
会
員
展
は
テ
ー
マ
を
「
令
和
、

夢
に
向
か
っ
て
」
と
し
、
作
品
研
究
会
を
８
月

の
盛
夏
の
中
で
、
名
古
屋
の
先
生
の
御
指
導
も

い
た
だ
き
乍
ら
何
回
か
研
究
会
を
開
催
し
て
作

品
作
り
に
取
り
組
み
、
会

員
の
思
い
を
込
め
た
作
品

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

楷
行
草
、
か
な
、
近
代

詩
文
、
篆
書
、
水
墨
画
な

ど
70
点
あ
ま
り
の
個
性
豊

か
な
力
作
が
、
会
場
一
杯

に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
57
回
永
冶
書
院
教
育

書
道
連
盟
学
生
展
も
同
時
開
催
し
、
子
供
達
が

自
分
で
考
え
た
字
句
を
半
切
用
紙
に
力
強
く
書

い
た
作
品
が
60
点
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
期
中
、
各
方
面
の
大
勢
の
方
々
に
御
高
覧

を
戴
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
今
後
の
ご
指
導
も
合
わ
せ
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　　

こ
の
度
中
日
書
展
に
於
て
、
特
選
を
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
御
師
や
教
室
の
お
仲
間
の

皆
様
の
ご
指
導
、
励
ま
し
の
お
陰
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
春
ま
で
の
体
調
不
良
が
続
き
寝
こ

ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
書
き
始
め
る
の
が
遅
く

な
り
ま
し
た
が
、
短
い
時
間
を
集
中
し
た
甲
斐

あ
っ
て
賞
が
い
た
だ
け
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
を
感
じ
る
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
の
努
力
を
し
て
い

く
つ
も
り
で
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

第９号 令和２年２月１日

第
二
十
八
回

　
　
　

壽
展 

出
品
者中

川
　
貴
舟

森
　
　
京
華

読
売
展 

入
賞･

入
選
者

読
売
展 

入
賞･

入
選
者

中
津
川
市
民
展 

入
賞
者

中
津
川
市
民
展 

入
賞
者

恵
那
市
民
展 

入
賞
者

恵
那
市
民
展 

入
賞
者

多
治
見
市
民
展 

入
賞
者

多
治
見
市
民
展 

入
賞
者

毎
日
展 

　
入

選

者

毎
日
展 

　
入

選

者

市
川
　
純
慧

旅
行
に
参
加
し
て

第
三
十
七
回
　
暢
陽
会
会
員
展

第
五
十
七
回 

永
冶
書
院
学
生
書
道
展

第
三
十
七
回
　
暢
陽
会
会
員
展

第
五
十
七
回 

永
冶
書
院
学
生
書
道
展

磯
村
　
小
園
　

特
選
賞
　

受
賞
者

特
選
賞
を
受
賞
し
て

特
選
賞
を
受
賞
し
て
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二
〇
一
九
年
（
平
成
三
十
一
年
）
は
、
皇

位
の
継
承
が
あ
っ
た
た
め
、
元
号
も
五
月
一

日
よ
り
平
成
か
ら
令
和
に
代
わ
っ
た
。
昨
年

も
各
地
で
災
害
が
起
こ
り
、
災
害
の
後
遺
症

に
苦
し
む
人
、
寒
く
て
も
住
む
場
所
も
な
い

人
等
復
興
も
ま
ま
な
ら
な
い
ま
ま
だ
。
一
日

も
早
く
温
か
い
所
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
ま
す

よ
う
に
と
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
年
号

が
変
わ
っ
て
も
過
去
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。

　

濃
飛
支
部
も
昨
年
、
支
部
長
以
下
役
員
が

替
っ
た
。
今
ま
で
余
り
濃
飛
支
部
に
係
っ
て

こ
な
か
っ
た
新
し
い
人
達
が
重
要
な
ポ
ス
ト

に
選
任
さ
れ
た
。
事
業
計
画
の
中
の
行
事
を

遂
行
す
る
に
も
手
間
取
り
、
時
間
が
か
か
り

会
員
に
知
ら
せ
る
の
が
遅
れ
、
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
新
体
制
の

中
で
懸
命
に
努
力
し
、
今
ま
で
の
役
員
も
丁

寧
に
フ
ォ
ロ
ー
し
支
え
て
来
た
。
濃
飛
支
部

発
展
の
為
に
『
ひ
と
つ
に
な
っ
て
』
知
恵
と

力
を
出
し
合
っ
て
来
た
か
ら
だ
。
今
の
時
代

誰
も
忙
し
い
。
忙
し
い
中
で
、
何
を
優
先
す

る
か
を
考
え
自
分
の
計
画
を
や
り
く
り
し
、

会
議
に
参
加
す
る
の
は
大
変
か
も
知
れ
な
い

が
、
会
議
の
参
加
者
も
多
か
っ
た
。
そ
ん
な

中
、
今
年
度
も
支
部
広
報
第
九
号
が
発
刊
出

来
る
運
び
と
な
っ
た
。
忙
し
い
中
、
原
稿
を

寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
編
集
に
関
わ

っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
発
刊

を
喜
び
合
い
た
い
！

　

真
面
目
、
誠
意
、
優
し
さ
が
濃
飛
支
部
の

長
所
だ
。

　

こ
れ
か
ら
も

　
　
　

『
ワ
ン
チ
ー
ム
』
で
頑
張
ろ
！

（
広
報
担
当　

中
垣
幸
聲
）

　

新
元
号
発
表
の
「
令
和
」
の
凛
と
し
た
文
字
に
毛

筆
な
ら
で
は
の
重
み
と
優
雅
さ
に
感
動
で
し
た
。
毛

筆
に
は
活
字
に
無
い
、
人
の
心
に
潤
い
を
も
た
ら
す

素
晴
ら
し
い
日
本
の
文
化
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
近
頃
で
は
書
道
を
学
ぶ
人
が
減
少
ぎ
み
と
聞
き

ま
す
。
誠
に
残
念
に
思
い
ま
す
。

　

現
在
筆
の
手
を
休
め
て
し
ま
っ
て
み
え
る
方
、
も

う
一
度
筆
を
取
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！
墨
の
濃
淡
の
み

で
表
現
で
き
る
ご
自
分
の
思
う
作
品
づ
く
り
を
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

　

こ
の
会
で
は
毎
年
秋
頃
に
親
睦
を
図
り
な
が
ら
研

修
会
の
旅
行
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
「
か
な
」
の
巨

匠
の
作
品
が
観
賞
出
来
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
作
品

の
数
々
に
魅
了
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
楽
し

み
を
交
え
な
が
ら
会
員
の
人
達
と
書
を
学
ん
で
い
ま

す
。
是
非
こ
の
会
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
入
会
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
員
部
よ
り　

　

詳
細
は
事
務
局
ま
で
。（
担
当
）
工
藤
雅
翆　

　
　
　
　
　

☎
〇
五
七
二
│
六
五
│
二
〇
二
〇

　

下
呂
市
の
観
光
施
設
と
し
て
、
昭
和
三
十
八

年
（
当
時
下
呂
町
、
海
抜
四
三
八
ｍ
、
総
観
光

敷
地
面
積
一
三
、
六
八
九
㎡
内
を
有
す
る
）
開

設
「
合
掌
の
里
」
と
「
歳
時
記
の
森
」
で
構
成

さ
れ
て
お
り
「
合
掌
の
里
」
は
、
世
界
遺
産
の

白
川
郷
、
富
山
県
の
五
箇
山
な
ど
か
ら
移
築
。

「
旧
大
家
住
宅
」
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化

財
を
は
じ
め
十
棟
の
合
掌
造
り
の
集
落
を
再
現

し
て
い
る
。

「
旧
大
戸
家
住
宅
」
は
、
天
保
四
年
か
ら
弘
化

三
年
（
一
八
三
三
〜
一
八
四
六
）
ま
で
の
十
三

年
間
を
費
や
し
造
営
さ
れ
た
切
妻
造
茅
葺
の
合

掌
造
で
あ
る
。
ま
た
、
旧
岩
崎
家
住
宅
（
現
資

料
館
）
は
五
箇
山
か
ら
の
移
築
、
切
妻
造
茅
葺

で
、
合
掌
造
り
の
民
家
の
中
で
は
、
五
箇
山
地

方
の
仏
間
座
敷
の
発
展
形
態
を
例
証
す
る
大
変

貴
重
な
文
化
財
と
さ
れ
て
い
る
。
又
旧
遠
方
家

板
倉
、
か
え
る
の
館
、
体
験
工
房
で
は
、
陶
器

の
製
作
（
予
約
制
）
絵
付
、
和
紙
の
絵
漉
き
が

体
験
出
来
る
。
そ
の
並
び
の
白
壁
づ
く
り
の
館

は
、
円
空
館
で
あ
る
。
生
涯
で
十
二
万
体
の
仏

像
を
刻
し
た
と
さ
れ
る
円
空
像
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。
展
示
に
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
て
、
四
方

か
ら
仏
像
が
ご
覧
頂
け
る
。
円
空
館
を
出
る
と
、

食
事
処
市
倉
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
川
魚
の
炭
焼

き
が
召
し
上
が
れ
ま
す
。
そ
し
て
大
き
な
水
車

を
見
な
が
ら
少
し
坂
道
を
上
が
っ
て
行
く
と
、

一
度
お
詣
り
す
る
と
料
理
が
上
手
に
な
る
と
さ

れ
て
い
る
、
髙
椅
神
社
が
あ
る
。
又
竹
原
文
楽

記
念
館
。
舞
台
付
き
の
し
ら
さ
ぎ
座
で
は
、
芸

妓
さ
ん
の
舞
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
演
目
が
行

わ
れ
る
。

「
歳
時
記
の
森
」
は
桜
や
モ
ミ
ジ
な
ど
の
四
季

の
草
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
茶
房
「
萬
古

庵
」
で
は
ス
イ
ー
ツ
を
、
二
階
で
は
福
井
正
郎

作
の
木
版
画
の
展
示
室
と
な
っ
て
い
る
。
水
車

小
屋
は
、
村
内
唯
一
の
寄
棟
造
茅
葺
で
あ
る
。

か
え
る
神
社
、
眼
下
に
合
掌
集
落
を
眺
め
な
が

ら
巡
り
四
季
の
移
ろ
い
を
感
じ
乍
ら
、
散
策
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
全
長
一
七

五
ｍ
の
森
の
す
べ
り
台
（
ロ
ー
ラ
ー
ス
ラ
イ
ダ

ー
。
某
週
刊
誌
の
調
べ
で
は
、
全
国
十
番
目
の

長
さ
）
で
終
日
人
気
を
得
て
い
る
。
村
内
一
巡

り
し
ま
し
た
ら
「
合
掌
の
足
湯
」
で
体
内
を
温

め
、
疲
れ
を
癒
し
て
下
さ
い
。（
他
に
も
手
湯
あ

り
。
下
呂
温
泉
は
、
ア
ル
カ
リ
単
純
温
泉
。　

　
　
　

別
名
美
人
の
湯
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。）
又
茶
屋
に
は
美
味
し
い
み
た
ら
し
団
子

五
平
餅
な
ど
も
あ
り
、
皆
様
の
お
越
し
を
お
待

ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

（
車
の
場
合
は
Ｒ
41
で
、
列
車
高
山
線
下
呂
駅

下
車　

駅
前
よ
り
毎
四
十
分
に
バ
ス
が
運
行
。

徒
歩
一
二
〇
〇
ｍ
）
（
町
誌
他
資
料
参
考
）

18

pH
９・

第９号

編

集

後

記

　
会
員
募
集

中
川
　
貴
舟
　

「
下
呂
合
掌
村
」

　
令
和
二
年
度 

事
業
計
画

　
　
　
　
　
　

 

令
和
２
年
８
月
21
日
㈮

支
部
展　
　
　

 

令
和
２
年
８
月
22
日
㈯

　
　
　
　
　
　

 

令
和
２
年
８
月
23
日
㈰

支
部
総
会　
　

 

令
和
２
年
８
月
22
日
㈯

講
演
会　
　
　

 

令
和
２
年
８
月
22
日
㈯

支
部
交
流
会　

 

令
和
２
年
８
月
22
日
㈯

　
　
　
　
　
　

 

令
和
２
年
４
月

企
画
委
員
会　

 

令
和
２
年
９
月

　
　
　
　
　
　

 

令
和
３
年
３
月

　
　
　
　
　
　

 

令
和
２
年
８
月

役
員
会　
　
　

 

令
和
２
年
11
月

　
　
　
　
　
　

 

令
和
３
年
１
月

研
修
会　
　
　

 

令
和
２
年
11
月
予
定

支
部
報
10
号　

 

令
和
３
年
２
月
１
日
発
行

高
山
市

高
山
市
民
文
化
会
館

高
山
市

ひ
だ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

高
山
市

中
津
川
市

中
津
川
市

高
山
市

中
津
川
市

中
津
川
市

未
定

予
定
年
月
日（
曜
日
）

事
業
名

実
施・開
催
場
所
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